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研究成果の概要（和文）：基板支持脂質二重膜を生体膜のモデル系としてヘテロダイン検出振動和周波発生
（HD-VSFG）分光と全内部反射ラマン（TR-Raman）分光を用いて，基板支持脂質二重膜とペプチドや小分子との
相互作用を研究した．膜と相互作用する分子として，コレステロール，細胞膜染色色素AP3，グラミシジン，ア
ラメチシンなどを取り上げた．特に，TR-Raman分光について，測定装置の改良の結果，初めてラマン分光によっ
て基板支持脂質二重膜とペプチドとの相互作用を捉えることができた．

研究成果の概要（英文）：Heterodyne-detected vibrational sum frequency generation (HD-VSFG) 
spectroscopy and total internal reflection Raman (TR-Raman) spectroscopy were used to study the 
interaction of substrate-supported lipid bilayers (SLBs) with peptides and small molecules. 
Cholesterol, the cell membrane staining dye AP3, gramicidin, and alamethicin were examined as 
molecules that interact with the membrane. In particular, the interaction between SBLs and peptides 
was captured for the first time by Raman spectroscopy using TR-Raman spectroscopy, as a result of 
the improvement of the measurement system.

研究分野：振動分光学

キーワード： 振動分光法　全内部反射ラマン分光法　振動和周波発生分光　ペプチド　脂質膜
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，脂質二分子膜やペプチドの静的・動的構造の関係に着目し，分子構造に関して豊富な情報を与える
界面振動分光法を駆使した研究を進めた．二分子膜のモデルとしてSLBを用い，HD-VSFGとTIRラマン分光測定に
よる研究を行なった．その結果，両分光法によってSLB膜中のタンパク質の振動スペクトルを捉えることができ
た．特にラマン分光法によるSLBと相互作用したペプチド分子の観測は初めての例である．一方で，膜相互作用
性ペプチドの膜への侵入挙動や，膜のフリップフロップ速度などに関して，SLBのいくつかの問題点が見出さ
れ，今後，接触型SLBの改良や繋留型SLBなどの検討の必要性が明らかとなった．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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